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【Ⅲ－５ 口腔疾患の重症化予防、口腔機能低下への対応の充実、生活の質に配慮した歯

科医療の推進－③】 

③ ライフステージに応じた口腔機能管理の推進 
 

第１ 基本的な考え方 
 

ライフステージに応じた口腔機能管理を推進する観点から、口腔機能
管理料及び小児口腔機能管理料について、口腔機能の低下がみられる年
齢等の実態を踏まえ、対象患者を見直す。 

 
第２ 具体的な内容 
 

口腔機能管理料及び小児口腔機能管理料について、対象患者の年齢の
範囲をそれぞれ拡大する。 

 

改 定 案 現   行 

【口腔機能管理料】 

［算定要件］ 

(1) 口腔機能管理料とは、50歳以上の

歯の喪失や加齢、これら以外の全身

的な疾患等により口腔機能の低下

を認める患者に対して、口腔機能の

回復又は維持・向上を目的として行

う医学管理を評価したものをいい、

関係学会の診断基準により口腔機

能低下症と診断されている患者の

うち、咀嚼機能低下（区分番号Ｄ０

１１－２に掲げる咀嚼能力検査を

算定した患者に限る。）、咬合力低

下（区分番号Ｄ０１１－３に掲げる

咬合圧検査を算定した患者に限

る。）又は低舌圧（区分番号Ｄ０１

２に掲げる舌圧検査を算定した患

者に限る。）のいずれかに該当する

ものに対して、継続的な指導及び管

理を実施する場合に当該管理料を

算定する。（中略） 

 

【小児口腔機能管理料】 

［算定要件］ 

注１ 区分番号Ｂ０００－４に掲げ

【口腔機能管理料】 

［算定要件］ 

(1) 口腔機能管理料とは、65歳以上の

歯の喪失や加齢、これら以外の全身

的な疾患等により口腔機能の低下

を認める患者に対して、口腔機能の

回復又は維持・向上を目的として行

う医学管理を評価したものをいい、

関係学会の診断基準により口腔機

能低下症と診断されている患者の

うち、咀嚼機能低下（区分番号Ｄ０

１１－２に掲げる咀嚼能力検査を

算定した患者に限る。）、咬合力低

下（区分番号Ｄ０１１－３に掲げる

咬合圧検査を算定した患者に限

る。）又は低舌圧（区分番号Ｄ０１

２に掲げる舌圧検査を算定した患

者に限る。）のいずれかに該当する

ものに対して、継続的な指導及び管

理を実施する場合に当該管理料を

算定する。（中略） 

 

【小児口腔機能管理料】 

［算定要件］ 

注１ 区分番号Ｂ０００－４に掲げ
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る歯科疾患管理料又は区分番号

Ｂ００２に掲げる歯科特定疾患

療養管理料を算定した患者であ

って、口腔機能の発達不全を有す

る18歳未満の児童に対して、口腔

機能の獲得を目的として、当該患

者等の同意を得て、当該患者の口

腔機能評価に基づく管理計画を

作成し、療養上必要な指導を行っ

た場合に、月１回に限り算定す

る。 

る歯科疾患管理料又は区分番号

Ｂ００２に掲げる歯科特定疾患

療養管理料を算定した患者であ

って、口腔機能の発達不全を有す

る15歳未満の小児に対して、口腔

機能の獲得を目的として、当該患

者等の同意を得て、当該患者の口

腔機能評価に基づく管理計画を

作成し、療養上必要な指導を行っ

た場合に、月１回に限り算定す

る。 

 
 




